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まちづくりの大綱の推進

生活基盤　安全で快適に暮らす産業振興　やりがいと魅力をつくる

教育･文化　 学ぶ楽しさを増やす 環境　水と緑を宝にする

か
ら
２
歳
ま
で
の
保
育
料
を
無
償
化
し
、子
育
て
環
境
の
一

層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。″
移
住
・
定
住
に
向
け
た
取
組
〟で

は
、移
住
希
望
者
へ
の
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
等
の
支
援

に
加
え
、若
い
世
代
や
起
業
す
る
移
住
者
の
呼
び
込
み
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。″
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
〟は
、

行
動
力
の
あ
る
人
材
の
育
成
に
努
め
、若
い
世
代
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　″
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
た
取
組
〟に
つ
い
て
は
、地
域

消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
な
ど
の
経
済
活
動
を

後
押
し
す
る
取
組
や
、企
業
の
体
質
強
化
が
進
む
よ
う
経
営

改
善
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。ま
た
、「
ツ
ー
ル
・
ド
・

九
州
２
０
２
３
」や
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

い
っ
た
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
と
し
た
観
光
需
要
の
喚
起
、

さ
ら
に
は
、奥
日
田
地
域
の
観
光
案
内
施
設
の
整
備
や
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
等
に
よ
っ
て
、観
光
消
費
拡
大
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　″
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組
〟で
は
、行
政
運
営
の
効
率
化
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、地
図
情
報
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
行
政
情
報
の
提
供
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。ま

た
、こ
れ
ま
で
の
度
重
な
る
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
、被
災
者

支
援
の
一
層
の
迅
速
化
を
目
指
し
て
、「
住
家
被
害
認
定
調
査

シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
ま
す
。

災
害
か
ら
の
復
興
の
取
組

　
平
成
29
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
や
令
和
2
年
7
月
豪
雨
に

よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
、大
鶴
・
夜
明
地
区
と
天
ヶ

瀬
温
泉
街
に
お
い
て
は
、地
域
住
民
自
ら
が
描
い
た
ま
ち
の

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
進
め
て
い
る
地
域
活
性
化
の
取
組

に
対
し
、引
き
続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。

住民自治組織に対する支援
や男女共同参画に関する啓
発活動、日田市パートナー
シップ宣誓制度の周知・啓
発、移住・定住の促進を行
います。また、市ホームペー
ジ上での問合せに自動応答
する機能の充実などに取り
組みます。

保育料の完全無償化に加
え、障がい者に対する相談
機能の強化につながる基幹
相談支援センターの開設、
ひきこもりの状態にある人へ
の相談支援に取り組みます。
また、特定の消防活動に従
事する機能別消防団員の任
用制度を新たに導入します。

地域高規格道路中津日田道
路等の更なる整備促進に向
けた国や県への働きかけや
市道の整備、橋梁やトンネル
など施設の長寿命化対策を
進めます。また、萩尾公園の
再整備に向けた実施設計や
竹田公園のインクルーシブ遊
具の整備などに取り組みます。

日田梨選果場の機能向上に
向けた選果センサー等の改
修に加え、農福連携におけ
る就業環境の整備に対し支
援するとともに、林業の担い
手となる新規就業者等への
支援を行います。また、市内
の空きオフィス等へのＩＴ関
連企業の誘致を促進します。

不登校生等を支援する登校
支援員を新たに導入するな
ど、様々な問題を抱えた児
童生徒への支援の充実を図
ります。また、「ツール・ド・
九州2023」の開催やスポー
ツ合宿の誘致、その費用へ
の助成を行います。

再生可能エネルギーを計
画的・段階的に導入する
長期ビジョンを定め、これ
を反映した地球温暖化対
策実行計画を策定します。
また、引き続き新清掃セン
ターの建設に向けた取組を
進めます。

市民協働　きずなを強める 福祉　住む安心を高める
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市
政
執
行
の
基
本
方
針

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
って
、停
滞
し
て
い

た
社
会
経
済
活
動
は
正
常
化
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
も
の
の
、ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
背
景
と
し
た
原
材
料
価
格
の
上

昇
や
円
安
の
影
響
等
に
よ
って
、私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
経
済

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

本
市
で
は
、基
本
的
な
感
染
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、生

活
困
窮
者
や
中
小
企
業
者
等
へ
の
支
援
、地
域
経
済
の
消
費
喚

起
な
ど
に
、国
や
県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
令

和
５
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
必
要
な
対
策

を
継
続
し
な
が
ら
、感
染
症
や
物
価
高
騰
の
影
響
で
大
き
な
打

撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
た
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

日
田
市
を
創
生
す
る
取
組

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
今
後
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く

第１回日田市議会定例会で原田
啓介市長から施政方針が発表さ
れました。令和5年度施政方針か
ら抜粋して、市の目指すべき方
向性と取組をお伝えします。

問地方創生推進課創生企画係
　☎㉒８２２３（市役所６階）

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、本
市
で
は
人
口
減
少
の
抑
制
に
向

け
て「
第
２
期
日
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
総
合
計
画
第
２
期
基
本
計
画
の
重
点
施
策
と
位
置
付
け
、

地
方
創
生
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
や
物

価
高
の
影
響
に
よ
っ
て
、地
域
経
済
や
市
民
生
活
は
厳
し
い

状
況
に
あ
る
一
方
で
、多
方
面
で
急
速
に
進
ん
で
い
る
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
へ
の
対
応
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
は
、総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取

組
と
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
た
取
組
、さ
ら
に
は
デ
ジ
タ

ル
化
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
総
合
戦
略
が
示
す
４
つ
の
施
策
の
う
ち
、″
市
内
で
の
雇
用

の
定
着
に
向
け
た
取
組
〟で
は
、若
い
世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

策
と
し
て
、市
内
企
業
の
情
報
発
信
等
を
行
い
、日
田
市
へ
の

就
職
に
つ
な
げ
ま
す
。″
子
育
て
に
関
す
る
環
境
や
支
援
の
充

実
〟に
つ
い
て
は
、不
安
の
大
き
い
初
め
て
の
子
育
て
へ
の
支

援
を
充
実
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、新
た
に
第
１
子
の
０
歳

H
ITA  CITY新日田市の創造新日田市の創造
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生 活基盤　― 安全で快適に暮らす ―

教 育・文化　― 学ぶ楽しさを増やす ―

環 境　― 水と緑を宝にする ―

災 害からの復興の取組

▶三郎丸西有田線改築事業　2億1,338万円
　 安全安心な都市空間を形成するため、国道212号吹上町交差点付近から城町橋ま

での区間を、国の花月川拡幅事業と併せて整備する。

▶三和団地大規模改修事業　990万円
　 老朽化が著しい三和団地Ａ棟の住環境整備のため、エレベータの設置やバリアフリー

化などの大規模改修を行う。

▶公園施設長寿命化対策事業　3,700万円
　 公園施設の改築更新費用の削減・平準化を図るため、公園長寿命化計画の見直

しや、萩尾公園の再整備に向けた実施設計を行う。

▶小中学校机・椅子更新事業　5,061万円
　 小・中学校の教育環境整備のため、老朽化した児童・生徒用の机・椅子を計画

的に更新する。

▶児童生徒の自立支援事業　3,015万円
　 不登校等の問題を抱える児童生徒等の支援を行うため、臨床心理士やスクールソー

シャルワーカー、登校支援員等を配置する。

▶ツール・ド・九州実施事業　3,393万円
　 サイクルスポーツの普及拡大及びスポーツ交流人口の増加による地域活性化を図る

ため、大分県と協働して「ツール・ド・九州2023」を開催する。

▶地球温暖化対策脱炭素推進事業　1,631万円
　 カーボンニュートラル実現のため、再生可能エネルギーを導入する長期ビジョンを反

映した地球温暖化対策実行計画を策定する。

▶地域資源リサイクルシステム施設整備事業　1,133万円
　 資源の有効利用と既存施設の老朽化対策として、3つの廃棄物等処理施設を統合

し、効率化するシステムの構築に取り組む。

▶焼却施設等更新事業　  1億5,678万円
　 新清掃センターの建設に向けた敷地造成工事に着手するほか、施設の設計・施工

及び運営業務における事業者の選定に向けた作業を行う。

▶大肥の郷まちづくり振興事業　3,373万円
　 大鶴・夜明地区の復興と地域の活性化に向け、地域住民が策定した「大肥の郷ま

ちづくり将来ビジョン」の実現のための取組を進める。

▶今山駅公園整備事業　3,650万円
　 大鶴・夜明地区の地域住民や、地域へ訪れる人たちが集う拠点として、BRTの停

車駅となる今山駅における公園の整備を行う。

▶天ヶ瀬温泉街エリアマネジメント推進事業　400万円
　 天ヶ瀬温泉街の新たなまちづくりを推進するため、エリア価値の向上を目的としたエ

リアマネジメント推進体制の構築を図る。
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まちづくりの大綱のまちづくりの大綱の
主な事業主な事業

令 和令 和 ５５年 度年 度

２～３ページでお知らせした令和５年度施政方針に基づき、多くの事業が実施されます。
その中でも主な取組を抜粋して紹介します。

※赤字は新規事業です。１万円未満の金額は、四捨五入しています。

市 民協働　― きずなを強める ―

福 祉　― 住む安心を高める ― 

産 業振興　― やりがいと魅力をつくる ―

▶保育料の完全無償化　8,751万円
　 子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、0～2歳の第１子の保育料を無償化す

ることで、0～5歳の保育料を完全無償化する。

▶子育て世帯訪問支援事業　47万円
　 家事や育児等に不安や負担を抱える子育て世帯の養育環境を整えるため、家庭を

訪問し、必要な家事・育児支援を実施する。

▶住家被害認定調査システム構築事業　1,094万円
　 被災者の生活再建に必要な罹災証明書を迅速に交付するため、住家被害の認定

調査業務をサポートするシステムを構築する。

▶農福連携整備事業　300万円
　 農福連携の取組を進めるため、衛生設備の設置など、障がい者等が働きやすい環

境整備に対し支援する。

▶奥日田観光案内施設整備事業　3,233万円
　 アウトドア観光のニーズへの対応と観光案内機能の強化を目的に、奥日田地域の

観光案内施設整備に対し補助を行う。

▶福岡・大分デスティネーションキャンペーン実施事業　1,120万円
　 令和６年春の福岡・大分デスティネーションキャンペーン開催に向けたプロモーショ

ン活動等を行う。

▶まちづくり活動推進事業　400万円
　 市民活動団体を対象に、地域活性化のために主体的に企画・実行する事業に対し

補助する。

▶定住促進補助事業・ひた暮らしＰＲ事業　2,735万円
　 移住・定住人口の増加を目指し、市の魅力と移住・定住に関する情報発信や民間

団体との協働による移住サポートなどを行う。

▶統合型GISシステム更新事業　1,242万円
　 情報取得の利便性向上のため、地図情報システムを整備し、インターネット上で公

共施設や防災関連等の行政地図情報を発信する。
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性質別

日田市には、下記の特別会計と企業会計（水道・下水道事業会計）があり、ともに一般会計と区別して設けられています。

令和５年度特別会計・企業会計当初予算

歳
出

　「
目
的
別
」と「
性
質
別
」の
グ
ラ

フ
は
、と
も
に
一
般
会
計
の
歳
出
を

表
し
た
も
の
で
す
。

　「
第
６
次
日
田
市
総
合
計
画
第

２
期
基
本
計
画
」に
基
づ
く
施
策
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
へ
の
取
組
み
に
必
要

な
経
費
な
ど
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
性
質
別
で
前
年
度
の
当
初
予
算

と
比
較
す
る
と
、人
件
費
の
退
職

手
当
が
３
億
６
１
９
７
万
円
の
減

額
、
災
害
復
旧
事
業
費
が
１
億

６
１
０
５
万
円
の
減
額
と
な
る
一
方

で
、
普
通
建
設
事
業
費
が
４
億

１
８
９
１
万
円
の
増
額
、物
件
費
が

１
億
５
８
５
８
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

特別会計 予算額

国民健康保険 82億8,423万円

後期高齢者医療 10億8,041万円

介護保険 74億868万円

診療所事業 1億5,742万円

給水施設事業 1億6,597万円

住宅新築資金等貸付事業 229万円

水道事業会計 予算額

収益的収入 13億4,387万円

収益的支出 12億5,657万円

資本的収入 ４億5,452万円

資本的支出 ９億7,453万円

下水道事業会計 予算額

収益的収入 21億2,775万円

収益的支出 20億9,036万円

資本的収入 ９億383万円

資本的支出 14億5,537万円

義
務

的
経

費

そ
の

他
投資的経費

人件費（15.1％）
56億3,846万円

扶助費（21.4％）
79億8,742万円

公債費（11.4％） 
42億4,305万円普通建設

事業費（11.0％）
40億9,848万円災害復旧事業費（1.1％）

3億9,183万円

物件費（19.1％）
71億3,059万円

補助費等（7.9％）
29億2,838万円

維持補修費（1.0％）
3億5,926万円

貸付金（0.6％）
2億3,661万円

投資及び出資金（0.8％）
2億9,080万円

繰出金（9.1％）
33億9,546万円

その他（1.5％）
5億6,417万円

歳出

商工費　8億2,918万円（2.2％）
災害復旧費　4億620万円（1.1％）

労働費　6,900万円（0.2％）
議会費　2億5,464万円（0.7％）

消防費　10億5,777万円（2.8％）

民生費　131億8,981万円（35.4％）

総務費　42億831万円（11.3％）

公債費　42億4,305万円（11.4％）

教育費　39億9,042万円（10.7％）

土木費　33億5,356万円（9.0％）

衛生費　35億８，０１８万円（9.6％）

農林水産業費　20億2,860万円（5.5％）

その他（諸支出金・予備費）
5,379万円（0.1％）

目的別
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日田市の予算
令和５年度

令和５年第１回市議会定例会に提案
した、令和５年度当初予算の概要に
ついてお知らせします。

372372億億
６，４５１６，４５１万円万円

令和５年度一般会計当初予算令和５年度一般会計当初予算

▶人件費
　 職員や特別職の給与、

議員の報酬など
▶扶助費
　 高齢者や児童などに対し

て行う様々な支援に必要
な経費

▶公債費
　 事業を行うために借りた

お金（市 債）の返 済（元
金・利子）などの経費

▶普通建設事業費
　 学校や施設、道路の新・

増設などに要する経費

【歳出】

用語説明

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、３
７
２
億
６
４
５
１
万
円
と
な

り
、前
年
度
と
比
較
し
て
５
３
３
１
万

円
減
少
し
ま
し
た
。そ
の
要
因
と
し

て
、市
職
員
の
定
年
年
齢
の
引
き

上
げ
に
伴
う
退
職
手
当
や
公
共
土

木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
費
の
減

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

歳
入

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、市
で
賄

う
自
主
財
源
が
31
・
２
％
、国
や
県

か
ら
の
交
付
金
な
ど
の
依
存
財
源

が
68
・
８
％
と
な
って
い
ま
す
。

　
市
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、ふ
る
さ
と
納

税
の
水
郷
ひ
た
応
援
基
金
を
は
じ

め
と
す
る
基
金
の
活
用
に
よ
っ
て
、

財
源
の
確
保
を
行
って
い
ま
す
。 問財政課財政係

　☎㉒８６３４（市役所４階）

▶物件費
　 旅費、施設の維持管理

などに要する経費
▶補助費等
　 補助金の交付や負担金

の拠出に必要な経費
▶災害復旧事業費
　 土砂崩れなど、災害が起

きたところの原状復帰の
ための経費

▶繰出金
　 一般会計が特別会計な

どに負担するお金

【歳入】
▶市税
　 市民税、固定資産税、た

ばこ税、軽自動車税など
の税金

▶地方交付税
　 市町村が等しく事業を遂

行できるよう、国から交
付されるお金

▶地方譲与税
　 国が徴収した自動車重

量税等から市に配分さ
れ、交付されるお金

▶分担金及び負担金
　 地方公共団体等の事業

で利益を受ける人に負担
してもらうお金

▶国・県支出金
　 市町村が行う特定の事

業に対して国又は県から
交付されるお金

▶市債
　 市の借入金で償還が１

年を超えて行われるもの
▶繰入金
　 基金として積み立てたお

金を取り崩して収入とす
るお金

繰越金（0.8％）
3億円
その他（分担金及び負担金等）（1.8％）
6億5,872万円

その他（0.7％）
2億6,274万円

自主
財

源依
存

財
源

地方交付税（32.2％）
120億円 

国庫支出金（13.9％）
51億８，４３９万円

県支出金（8.8％）
32億６，８４１万円

市債（7.2％）
26億7,940万円

地方消費税交付金（4.4％）
16億4,700万円

地方譲与税（1.6％）
5億9,749万円

市税（21.5％）
80億275万円

諸収入（2.3％）
8億5,497万円

使用料及び手数料（1.6％）
6億664万円

繰入金（3.2％）
12億200万円

歳入
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　予防接種を受ける際は、各医療機関へ事前に電話で予約や確認をし、お子さんの体調が良いときに受けましょう。必ず「母
子健康手帳」を持参してください。

令和５年度予防接種実施医療機関

医療機関名 住所 電話番号

定期 任
意

実施曜日

四
種
混
合

二
種
混
合

麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
１
期
、２
期
）

日
本
脳
炎
１
期

日
本
脳
炎
２
期

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

子
宮
頸
が
ん
予
防

水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）

Ｂ
型
肝
炎

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

お
た
ふ
く
か
ぜ

１ 秋吉病院 豆田町 23-0808 ● ● 要予約

2 麻生小児科医院 淡窓２丁目 24-2323 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
月～金  ９:00～11:3０

14:00～17:30

土  ９:00～11:3０
13:30～14:30

3 石井産婦人科 豆田町 23-4153 ● 要予約
4 井上内科 田島本町 22-4700 ● ● ● 月～金  ９:00～11:0０
5 大分県済生会

日田病院 清水町 24-1100 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 要予約
6 大河原病院 隈２丁目 22-3131 ● ● 月～金 14:00～16:30

7 奥平医院 中津江村栃野 54-3021 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 月～金  ９:00～17:00
土  ９:00～15:00

８ 隈診療所 隈１丁目 22-0033 ● 月～土
（第１土休診） ９:00～11:00

９ こじかこども
クリニック 清岸寺町 28-8771 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水 14:30～17:30

10 五反田病院 若宮町 23-8386 ● ● ● 月～金  8:30～12:30
13:30～17:30

土  8:30～12:30

11 下飛田小児科 中央１丁目 24-1148 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 月～金 10:30～12:00
14:30～16:00

土 14:00～14:45
12 聖陵岩里病院 日ノ隈町 22-1600 ● ● ● 月～金 要予約
13 膳所医院 本町 22-3292 ● ● ● ● 要予約

14 新関内科医院 田島２丁目 24-3355 ● ● 月水木金  ９:00～12:00
14:00～17:00

土  ９:00～12:00
15 日田石井町クリニック 大字石井 23-8123 ● ● 要予約
16 日田市立上津江

診療所 上津江町川原 54-3001 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 要予約

17 日田市立東渓
診療所 天瀬町合田 57-2500 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 月火木金 15:30～16:30

18 日野内科 天神町 23-6009 ● ● 月～土  8:30～12:30
月～金 14:00～17:30

19 福田医院 清岸寺町 22-1648 ● ● ● 要予約

20 福田内科クリニック 大宮町 25-5188 ● ● ● ● 月～金  8:45～17:30
土  8:45～12:00

21 堀田クリニック 新治町 22-2662 ●
月火木金  ９:00～12:30

14:00～18:00
水  ９:00～12:30
土 14:00～16:00

22 松浦クリニック 中央１丁目 24-4155 ● ● 要予約
23 宮原レディース

クリニック 玉川町 24-3584 ● 月～土 要予約
24 みよしクリニック 三芳小渕町 24-1515 ● ● 要予約

２期
のみ
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ワクチン
２
か
月
３
か
月
４
か
月
５
か
月
６
か
月
７
か
月
８
か
月
９
か
月

10
か
月

11
か
月

12
か
月

15
か
月

18
か
月

19
か
月
２
歳
３
歳
４
歳
５
歳
６
歳
７
歳
８
歳
９
歳

10
歳

11
歳

12
歳

定
期
接
種

四種混合
（ジフテリア・破傷風・百日
  せき・不活化ポリオ）
二種混合

（ジフテリア・破傷風）

麻しん風しん混合
（１期、２期）

日本脳炎
（１期、２期）

ＢＣＧ（結核）

ヒブ

小児用肺炎球菌

子宮頸がん予防
※ ９価HPVワクチンを使用でき

ます。

水痘（水ぼうそう）

Ｂ型肝炎

ロタウイルス感染症
１価

５価

任
意おたふくかぜ

予防接種のご案内
　市では、お子さんの健康状態に合わせて予防接種を受けることができるように、個別接種を行って
います。実施医療機関は、９ページの表をご確認ください。 詳細はこちら▲

予防接種のスケジュールの例

問健康保険課保健医療係☎㉒８３７０（市役所 3 階）

乳幼児の予防接種
出生や転入の届出があった翌月に
次の２つを郵送します。
■冊子 「予防接種と子どもの健康」
　 冊子をよく読み、予防接種の必

要性や副反応を正しく理解して接
種しましょう。

■ 乳幼児期に受ける予防接種の予診票
　  予診票は、お子さんの健康状態

を把握するための大切な書類で
す。保護者が責任を持って記入
してください。

※医療機関にも備え付けています。

日本脳炎予防接種の特例
平成17～21年度の間で積極的な
接種の呼び掛けを差し控えたことに
よって、予防接種が終わっていない
下記の特例対象の人は、定められ
た期間に未接種分を定期接種とし
て無料で受けられます。

【特例対象者】
   平成19年4月1日以前に生まれた
20歳未満の人

※20歳以上の人は対象外です。

子宮頸がん予防接種
積極的な接種の呼び掛けを差し控
えたことによって、接種機会を逃し
た人（平成９～17年度生まれ）を対
象に、令和７年３月までの間、無料
で接種を行います。
また、定期接種の機会を逃した平
成9～16年度生まれの人で、令和
4年3月31日までに自費で予防接
種を受けた人は、助成を行っていま
すので、上記にお問い合わせください。

　それぞれの予防接種の望ましい接種時期の例は下表のとおりです。実際に接種するときは、かかりつけ医と相談しましょう。
※ 　　　は標準的な接種期間、■は定期接種の対象年齢で、無料で接種できる期間を示しています。①～④は、ワクチンの

種類ごとの接種回数を示しています。

１期初回

１期初回

１期追加
①
▼
②
▼
③
▼

④
▼

２期
①
▼

①
▼

②
▼１期：１歳児の間

２期：就学前の
１年間（年長児）

①
▼
②
▼
③
▼ １期追加

④
▼ ２期

①
▼

④
▼

①
▼

①
▼

①
▼

②
▼

②
▼

②
▼

③
▼

③
▼

③
▼

④
▼

①
▼

①
▼

①
▼

②
▼

②
▼

③
▼

①
▼

１回目は生後14週６日までの接種が望ましい

②
▼

小学６年生～高校１年生相当年齢の間に２～３回
※９価HPVワクチン接種を15歳未満で開始した場合は２回。
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問環境課企画推進係☎㉒８３５７（市役所２階）

▶対象の犬　生後９１日以上の犬
▶注射料　　３，２５０円
※未登録の犬は、登録料３，０００円が別途必要です。
※ 個別注射は動物病院で実施します。希望する場合は、

事前に各動物病院に電話で予約をしてください。
▶飼い犬が死亡したとき
　 電子申請（右記二次元コード）による手続又は、上記か

各振興局に連絡

　犬の飼い主は「狂犬病予防法」で、生涯１回の「犬の登録」と年１回の「狂犬病予防注射」の接種が義務付けられています。
　下記の日程で、狂犬病予防集合注射を行います。登録済みの犬の飼い主には事前にはがきを送付していますので、注射
の際に必ず持参してください。また、はがきの記載内容に変更等がある場合は訂正の上、持参してください。
※ 未登録の犬は、各会場・市内の動物病院で登録できます。

▶登録内容に変更があったとき
　 電子申請（下記二次元コード）による手続又は、上記か

各振興局に連絡
※ 電子申請の場合、住所の変更は日田市内での変更のみ

できます。

４月25日㈫
  9:30～ 9:40 西有田公民館
 9:50～10:00 三池町公民館
10:10～10:20 東有田振興センター

10:30～10:40 羽田町須ノ原土地
改良区事務所

10:50～11:00 岩下公民館
13:30～13:40 関集落センター
13:50～14:00 夜明振興センター
14:10～14:20 今山公民館
14:30～14:50 大鶴振興センター

４月26日㈬
  9:30～ 9:40 光岡公民館
  9:55～10:05 東町公民館

10:15～10:25 若宮町公民館
（竹田公園入口）

10:35～10:55 高瀬公民館
13:30～13:40 求来里の郷
13:45～13:55 古金町公民館
14:00～14:10 小ヶ瀬町公民館
14:20～14:30 三芳公民館

４月27日㈭
  9:30～ 9:40 山田町公民館
  9:50～10:00 君迫町公民館
10:15～10:25 徳瀬公民館
10:35～10:50 五和公民館
11:00～11:10 原公民館（内河町）
13:30～13:40 三花公民館
13:50～14:00 藤山町公民館
14:15～14:25 小野振興センター
14:35～14:45 財津製作所前
14:55～15:05 伏木町集会所

前津江地区
５月９日㈫

  9:30～ 9:40 出野地区
交流センター前

 9:50～10:00 田代生活
改善センター

10:10～10:20 原地区公民館前

11:20～11:30 柚木本村
コミュニティセンター

14:00～14:10 下方公民館前
14:20～14:30 前津江振興局
14:40～14:50 浦方公民館前
15:00～15:10 堂尾公民館前
15:15～15:25 虫秋公民館前
15:40～15:50 林公民館前

大山地区
５月10日㈬

  9:30～ 9:40 松原公民館
 9:50～10:00 小五馬公民館
10:10～10:30 野瀬部集会施設
10:40～11:00 大山振興局

14:00～14:20 都築コミュニティ
センター

14:30～14:40 綿打集会場

14:50～14:55 北部コミュニティ
センター

中津江地区
５月12日㈮

  9:40～ 9:50 野田生活
改善センター

10:00～10:10 栃原
（交流センター横）

10:20～10:30 山本（宿泊交流
体験館下）

10:40～10:50 鯛生金山駐車場
11:10～11:20 中津江振興局

天瀬地区
５月16日㈫

  9:30～ 9:45 天瀬公民館
五馬分館

  9:55～10:05 五馬本村生活改善
センター前

10:20～10:30 近原公民館

10:40～11:00 塚田
コミュニティセンター

14:00～14:15 本城３古園
防火水槽横

14:35～14:50 本城公民館

15:10～15:25 出口
コミュニティセンター

15:30～15:45 久木野公民館
５月17日㈬

  9:30～ 9:45 湯山西公民館

  9:50～10:05 天瀬公民館
体育館前

10:10～10:25 赤岩旧消防車庫横

10:35～10:50 丸山
コミュニティセンター

11:00～11:15 台上下公民館

14:00～14:20 天瀬公民館
東渓分館

14:35～14:50 高倉公民館
15:05～15:20 高塚（第２駐車場）

上津江地区
５月11日㈭

  9:30～ 9:50 都留センター
10:10～10:20 川原自治会センター
10:30～10:40 広川正専寺前
10:55～11:05 上野田消防詰所前
11:15～11:25 畑中公民館前
11:35～11:45 雉谷消防詰所前
11:55～12:05 上津江振興局

◀飼い犬が死亡したとき
登録内容に変更があったとき▶

狂犬病予防注射
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新型コロナウイルスワクチン接種情報㉙ 接種
無料

問新型コロナウイルス関連相談総合窓口☎㉒８２４３・㉒８２８１（市役所３階）

▲ 日田市のワクチン
接種情報はこちら

　4月以降、5歳以上のワクチン接種は、下記の①～③の時期によって対象者が分かれます。い
ずれの時期も全ての人が自己負担なしで接種を受けることができます。体調や新型コロナウイル
ス感染症の流行時期に合わせて、対象となる時期に接種をご検討ください。

5歳以上のワクチン接種は、大きく3つの時期で対象者が分かれます

※接種を希望する人は、医療機関に直接お問い合わせください。
※接種回数はいずれの時期も１人1回です。
※②③対象者への接種券の発送時期等の詳細は、広報ひた4月15日号でお知らせします。
※乳幼児（生後6か月～4歳）は時期に関わらず、引き続き初回接種（1～3回目）として従来型ワクチンを受けることができます。
※小児（5～11歳）は、下記の内容をご確認ください。

小児（5～11歳）もオミクロン株対応ワクチンの接種を受けることができます！

　小児の追加接種を3か月の間隔で、オミクロン株対応ワクチンによって受けられるようになりました。対象になる人で接種を
希望する人は、下記をご確認ください。

▶対象者

▶ワクチンの種類
▶接種回数

日田市に住民票があり、初回接種（1・2回目）が終了し、前回の接種から３か月が経過している5～11
歳の人
例）・3回目が未接種で、2回目の接種から3か月が経過している人
　   ・3回目は接種済みだが、対象の下記ワクチンは未接種で、3回目の接種から３か月が経過している人
小児用オミクロン株対応ファイザー社ワクチン（BA.4-5）

【3回目の人】接種間隔が経過する時期に、対象者宛に発送
※ 既に接種券が届いている人はそのまま使用できます。まだ届いていない人は、手元に届いてから接種の

予約をしてください。
【4回目の人】接種間隔が経過している対象者宛に、3月17日㈮から接種券を発送
※ 接種券が手元に届いてから接種の予約をしてください。
医療機関に直接予約※接種券を手元にご準備の上、医療機関にお問い合わせください。
市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

①②８月まで ③ 9月以降

基礎疾患のない人 １人1回
１人1回※左記期間で接種済みの人も再度接種を受けられます。

基礎疾患のある人 最大１人2回

▶接種券の発送

▶予約方法
▶実施医療機関

現行の接種要項 ５月８日以降の接種要項

① 5月7日まで ② 5月8日～8月 ③ 9月以降

対象者
※ 初回接種（1・2

回目）が終了して
いる人。

5歳以上の全ての人
※ オミクロン株対応ワクチン（Ｂ

Ａ.1又はＢＡ.4-5）を接種
済みの人は除きます。

●高齢者（65歳以上）
●基礎疾患がある人
　（5～64歳）
● 医療従事者・高齢者施設

の従事者等
● 5～11歳の人で、①で接種

していない人

5歳以上の全ての人
※ ①②で接種済みの人も再

度接種を受けられます。

ワクチンの種類 オミクロン株対応ワクチン オミクロン株対応ワクチン 検討中

接種間隔 前回の接種から3か月 前回の接種から3か月 未定
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▶対象者（日田市に住民登録をしている人）
① 令和５年4月2日～令和６年４月１日の期間で「65・

70・75・80・85・90・95・100歳」になる人
※接種履歴のない人には4月中に個別通知します。
② 60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又

はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害がある人
（身体障害者障害程度等級表１級相当）
▶接種期間
　4月1日㈯～令和６年3月31日㈰
▶持参するもの
①個別通知に同封した予診票
②本人確認できるもの（健康保険証など）
③各証明書等（該当者のみ）
④身体障害者手帳など（該当者のみ）
※ 県外の医療機関で接種する場合は、個別の手続が必

要です。下記に事前にお問い合わせください。

▶自己負担額
　2,470円（診察のみの場合は980円）
※ 次の人は、接種時に下記のいずれか1つの証明書を医

療機関に提示すると無料です。
・生活保護を受けている人
　 生活保護受給証明書（社会福祉課で取得）/診療依

頼証
・市県民税非課税世帯の人
　 非課税証明書（税務課、各振興局等で取得）/後期

高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証/介
護保険負担限度額認定証

※ 当該年度の市県民税が確定するまでの期間は、前年
度の課税状況となります。

●高齢者肺炎球菌ワクチンを受けましょう

　肺炎球菌ワクチンの定期接種の経過措置は、令和５年度が最終年度です。今後は、該当
する年度で65歳の人のみ接種できます。接種を希望する人はかかりつけ医と相談し、必ず事
前予約をしてください。なお、予防接種を受けることについては、それぞれ個人で判断してくだ
さい。実施医療機関は下記又は各医療機関にお問い合わせください。

これまでに高齢者肺炎球
菌ワクチンを接種したこと
がある人は対象外です

問健康保険課感染症対策係☎㉒８２４３（市役所３階）

　令和５年度の国民健康保険税の仮算定（４～６月分）の
納税通知書と納付書を４月中旬に送付しますので、各納
期限までに納付してください。

▶仮算定の対象になる世帯
　３月３１日以前から国民健康保険に加入している世帯
▶仮算定の対象にならない世帯
　４月１日以降に国民健康保険に新規加入した世帯

●国民健康保険税（仮算定）の納税通知書を送付します

※ ４～６月（１～３期）までは、前年の所得や令和５年度の
税率が確定していないため、前年度の国民健康保険税
額を基に「仮算定」として１期当たり前年度の１か月分
に相当する額を納付してもらいます。

※ 仮算定では、一時所得・譲渡所得は課税所得に含み
ません。

※ 仮算定で納付した額が本算定後の年税額を上回った
場合は、差額分をお返しします。

※ 小・中学生の国民健康保険税の減免は、被保険者一人
当たりの均等割額を２分の１減額して計算しますが、こ
の減免は7月の本算定からの適用となります。

令和５年度の納期・税額

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

仮算定 本算定

月額は令和４年度年税額の
１２分の１（１か月）相当額

令和５年度の国民健康保険税額から仮算定で決定した税額（４～６月分）を差し引いて各
期に分割した額

問税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

左記の対象者①に該当する人が、定期予防接種の
対象となるのは今年度だけです。この機会を逃すと、
今後、定期予防接種として受けることができません。
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問農業委員会事務局農地調整係☎㉒８２１３（市役所３階）

　農地法が改正され、令和５年４月１日から施行されたことに伴い、農地の権利取得（所有権・賃貸借権等）時に必要な下
限面積要件（農地法第３条申請関連）が廃止されます。なお、農作業常時従事などの要件は、これまでと同様です。

●多様な就農を後押し  － 農地法の下限面積要件がなくなります －

▶対象事業（テーマは原則自由）
　 市民団体等が持つ専門性やネットワークを生かし、新

たな目線で地域の課題解決に向けて取り組むもので、
市民団体等と市が協議しながら実施する事業

▶�対象団体　3人以上で構成し、公益的な活動を行って
いる市民団体等（法人格の有無は問わない）
▶補助対象経費　予算の範囲内（上限80万円）
▶申込期限　５月12日㈮

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係
　☎㉒７５１５（市役所６階）

●市民サービス協働事業を募集します

　市では、市民団体等と市との協働を推進し、民間団体の特性を生かした市民サービスを提供するため、令和
５年度の市民サービス協働事業を募集します。

※ 申込みを希望する市民団体等は、期限までに下記にお
問い合わせください。詳細や提出書類について説明します。

※実施事業は審査委員会で決定します。
※決定事業数が定数に満たない場合、再募集を行います。
※ 詳細は、市ホームページ（上記二次元コード）をご確認

ください。

●まちづくり活動や地域の活動に活用しませんか

　地域に根差したまちづくりや人づくりのために、市内の団体などが企画する活動に対して助成を行っています。

①周辺地域活性化対策事業補助金
②まちづくり活動推進事業補助金

一般枠 若者チャレンジ枠

対象団体 振興局管内及び振興センター管内に
居住する住民等で組織する団体

左記以外の団体で
・ 自治会や地域コミュニティ

を形成する団体
・ ３人以上で構成するまちづ

くり活動等に関わる団体

市内に在住又は通勤、通学す
る16歳から39歳までの若者
が主体的に活動を行い、3人
以上（20歳以上が1人以上必
要）で構成される団体

補助率
・ 限られた地域の振興を対象とした

事業…６割以内（上限50万円）
・ 地域全体の振興に寄与する事業
　…８割以内（上限50万円）

補助対象経費の6割以内（上
限50万円）
※ 視察研修のみの事業（上限

30万円）。

補助対象経費の10割以内（上
限25万円）

対象事業 令和５年度中に地域活性化を目的に実施する事業（市のほかの補助対象となる事業を除く）

申込期間 4月3日㈪～１２月２２日㈮ の間で随時受付
※補助金等の審査は先着順で行います。予算に限りがあるため、お早めにご相談ください。

問まちづくり推進課地域活動支援係（①に関すること）☎㉒８３５６（市役所６階）
　まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係（②に関すること）☎㉒７５１５（市役所６階）

※申請を希望する団体は、事業実施の２か月前までに下記にお問い合わせください。詳細や提出書類について説明します。

▶農地法施行規則第１７条第１項適用分
　設定区域：日田市全域
　３月３１日までの別段（下限）の面積…２５アール
　４月１日からの別段（下限）の面積…要件なし
▶農地法施行規則第１７条第２項適用分
　 設定区域：市の空き家バンクに登録されている空き家

に付随した農地の内、あらかじめ農業委員会が指定し
ている農地

　３月３１日までの別段（下限）の面積…１アール
　（設定区域面積が１アール未満の場合はその面積）
　４月１日からの別段（下限）の面積…要件なし
※別段とは、市が別に定める面積のことを言います。
※詳細は市ホームページ（右記二次元コード）
　をご確認ください。
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問観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）
　自動車道楽倶楽部プレディレッタチェント・ミリアかみつえ運営事務局☎０４５ - ５９１- ６２３５

　世界の名車によるスタンプラリーイベント「チェント・ミリアかみつえ2023」が開催されます。日田駅南広場前をスタート後、
中野川の美しい八重桜、豆田町の歴史的な町並み、大山町のゆったりとした農村風景を進み、オートポリスを通過したあと、
熊本県山鹿市を目指します。陽春の日差しを浴び、世界の名車が街を駆け抜ける九州最大級のクラシックカーイベントを沿道
で是非ご覧ください。

●チェント・ミリアかみつえ2023

スタートセレモニー
▶とき　　4月15日㈯　正午～午後１時30分
※午前９時からクラシックカーが勢揃いします。
▶ところ　日田駅南広場　特設会場

日田駅前の交通規制
下記の時間は、日田駅前交差点から中野川新大橋交差
点までが通行止めとなります（右記図）。ご迷惑をお掛け
しますが、ご協力をお願いします。
▶とき　　4月15日㈯　午前７時～午後２時

JR日田駅JR日田駅

中野川中野川中野川中野川

●日田バス
　ターミナル

…車両進入禁止
▲交通規制図

日田川開き観光祭
●ハンギリ源平合戦とダンボールボートレースの参加者募集！

問日田まつり振興会事務局（観光課観光振興係）☎㉒８２１０ ℻㉒８３２８ 🅼🅼 kanko@city.hita.lg.jp（市役所３階）

ハンギリ源平合戦（桶を使った水上競技）

▶とき　　　  ５月20日㈯　午前11時～午後３時
　　　　　　（受付は午前10時30分から）
▶ところ　　  三隈川河畔（京町児童公園下）
▶参加資格　15歳以上で3人1組
※高校生は参加できません。
▶申込方法　 代表者名、住所、連絡先を電話又はファッ

クス、メールで下記に申込み
▶申込期限　５月８日㈪　午後５時

ダンボールボートレース

▶とき　　　  ５月21日㈰　午前9時～午後２時
　　　　　　（受付は午前８時30分から）
▶ところ　　  三隈川河畔（京町児童公園下）
▶参加資格　小学生以上で１チーム５人まで
※チーム内に、20歳以上が２人以上必要です。
▶申込方法　 代表者名、住所、連絡先を電話又はファッ

クス、メールで下記に申込み
▶申込期限　５月８日㈪　午後５時

問スポーツ振興課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

▶コース概要
　 オートポリス→栃原右折→松原ダム右折→県道天瀬阿蘇線→スカイファームロード（広

域農道）→市街地周回（求来里・ウッドコンビナート・大原八幡宮前・田島）
※大会の詳細は、下記二次元コードをご覧ください。

●10月に「ツール・ド・九州」が開催されます

　10月６日～９日に、世界有数の自転車選手が出場する「ツール・ド・九州」が福岡・
熊本・大分各県で開催されます。最終日の9日は、オートポリスをスタートし、市街地
をゴールとする大分ステージです。大会当日は、交通規制等を実施しますので、ご協
力をお願いします。

◀ツール・ド・九州大会
ツール・ド・九州大分ステージ▶

ゴール

日田駅
天ケ瀬駅

オートポリスオートポリス
スタートスタート

特設会場特設会場
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　市では、生産性向上特別措置法に基づき、市内に事業所を有する中小企業者が、労働生産性の向上のため、設備投資を
行う際に策定する「先端設備等導入計画」の認定申請の受付を行います。認定を受けた場合、中小企業者が行った設備投
資による固定資産税（償却資産）は下記　などの支援を受けることができます。

※特例率とは、固定資産税の軽減率のことを言います。

認定要件

▶計画期間　３～５年間
▶労働生産性の向上の目標
　 計画期間中、基準年度比で労働生産性

が年平均３％以上向上すること
※ 市の「先端設備等導入促進基本計画」に

適合し、設備等の導入が円滑かつ確実
に実施されると見込まれるものを認定します。

税制改正の主な変更点

申請から認定までの流れ

　観光祭前に河川沿いや公園清掃を地域の皆さんと一緒に実施します。多数の参加をお待ちしています。

▶とき　４月29日㈷　午前９時～１１時頃
　（受付は午前８時３０分から）
※雨天の場合は５月13日㈯に行います。
▶ところ　亀山公園駐車場
▶内容　 街灯・公園内清掃等
※清掃道具等は準備します。

●日田川開き観光祭前の「おもてなし清掃」参加者募集

令和5年度の税制改正によって固定資産税減免の割合変更
●中小企業者の生産性向上のための設備投資を支援します！

項目 現行 改正後

特例率（※）
・期間

3年間、特例率：ゼロ 3年間、特例率：1/2

賃上げ
の表明
有り

・ 令和6年3月31日ま
でに取得した設備

    5年間、特例率：1/3
・ 令和6年4月1日～令

和7年3月31日の間
に取得した設備

    4年間、特例率：1/3

設備の要件

次の全てを満たす設備
・ 生産性に関する指標

が旧モデル比で年平
均1％以上向上

・販売開始時期の要件

年平均の投資利益率
が、5％以上となること
が見込まれる投資計画
に記載された、投資の
目的を達成するために
必要不可欠な設備

対象設備

・機械装置
・工具
・器具備品
・建物付属設備
・構築物
・事業用家屋

・機械装置
・工具
・器具備品
・建物付属設備

商工会議所、金融機関等（認定経
営革新等支援機関）

①先端設備等導入計画策定

商工労政課

中小企業者中小企業者

問商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）

問九州電力㈱大分支店
　☎０９０-２３９２‐１５１８ ℻０９７- ５３２-１５８１
　環境課生活環境係☎㉒８２０８（市役所２階）

④ 先端設備等導入計画の
事前確認書発行

⑤投資計画の
　事前確認書発行

③投資計画の事前確認依頼

② 先端設備等導入計画の
　事前確認依頼

⑥計画申請⑦認定書を交付

▶申込方法　 参加者名と連絡先を電話又はファックスで
九州電力㈱大分支店に申込み

▶申込期限　４月14日㈮
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※ 

風
し
ん
追
加
的
対
策
対
象
の
昭
和
37
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
は
、
追
加
的
対
策
の
風
し
ん
抗
体

検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
回
数

　
１
人
に
つ
き
１
回
の
み

■
助
成
金
額
　

①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
５
千
円

②
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
３
千
円

※ 

実
際
に
支
払
っ
た
額
と
比
較
し
、
低
い
金
額

を
助
成
し
ま
す
。
申
請
書
、
抗
体
価
検
査
の

結
果
表
の
写
し
、
領
収
書
の
写
し
を
左
記
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

　
令
和
６
年
３
月
31
日
㈰

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
将

来
受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金

を
受
け
と
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、
お
得
な
前
納
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
４
月
か
ら
の
保
険
料

　
１
万
６
５
２
０
円
（
月
額
）

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

くらしの情報【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

市
役
所
の
組
織
の
主
な
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■ 

情
報
統
計
課
の
「
情
報
・
統
計
係
」
を
「
情

報
シ
ス
テ
ム
係
」
に
変
更

問
情
報
統
計
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係

　
☎
㉒
８
２
６
０
（
市
役
所
６
階
）

■ 

情
報
統
計
課
の
「
地
域
情
報
係
」
を
「
地
域

情
報
統
計
係
」
に
変
更

問
情
報
統
計
課
地
域
情
報
統
計
係

　
☎
㉒
８
２
２
９
（
市
役
所
６
階
）

■
「
大
山
学
校
給
食
共
同
調
理
場
」
を
廃
止

問
学
校
給
食
課
管
理
係
☎
㉓
５
１
８
５

市
道
関
保
木
線
の
通
行
規
制

夜
明
発
電
所
（
夜
明
ダ
ム
）
の
総
合
更
新
工
事

に
伴
い
、
左
記
の
と
お
り
全
面
通
行
止
め
と
し

ま
す
。

■
規
制
路
線

　
市
道
関
保
木
線
（
夜
明
関
町
）

■
規
制
期
限

　
令
和
9
年
6
月
30
日
（
予
定
）

■
迂
回
路
　
市
道
割
小
谷
城
線

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
右
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問�

九
州
電
力
㈱
水
力
開
発
総
合
事
務
所

　
☎
０
９
６-

３
８
６-

２
３
６
２

　
土
木
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
６
（
市
役
所
５
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り
が
下

記
の
時
間
外
に
で
き
ま
す
。
前
日
ま
で
（
平
日

傷
病
手
当
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
）
支
給
期
間
延
長

日
田
市
国
民
健
康
保
険
又
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
加
入
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
又
は
感
染
が
疑
わ
れ
た
際
、
そ
の
療

養
の
た
め
会
社
等
を
休
み
、
給
与
の
全
部
又
は

一
部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
（
一

定
の
要
件
有
）
に
支
給
さ
れ
る
傷
病
手
当
金
の

対
象
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

■
延
長
期
間

　
５
月
７
日
㈰

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（
一
社
）
日
田
青
年
会
議
所
と
市
内
の
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
の
も
と
、
献
血
を
実
施
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き

　
4
月
23
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ

・
サ
ニ
ー
日
田
店

・
ゆ
め
マ
ー
ト
日
田

■
持
参
物
　
献
血
カ
ー
ド

※ 

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
受
付
時
に

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

受
付
状
況
に
よ
っ
て
、
時
間
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

３
日
以
内
に
服
薬
し
た
人
で
も
、
薬
に
よ
っ

て
は
献
血
が
で
き
ま
す
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

の
み
）
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

４
月
の
開
庁
日

　 

４
月
６
日
㈭
・
10
日
㈪
・
13
日
㈭
・
17
日
㈪
・

20
日
㈭
・
24
日
㈪
・
27
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

農
振
除
外
の
申
請（
随
時
変
更
）受
付
を

再
開
し
ま
す

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し
作
業

が
完
了
し
た
た
め
、農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変

更
の
申
出
の
受
付
を
再
開
し
ま
す
。再
開
に
よ
っ

て
、令
和
４
年
１
月
か
ら
受
付
停
止
し
て
い
た
農

用
地
区
域
内
の
土
地
の
除
外
・
編
入
や
用
途
変

更
等
の
個
別
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

農
用
地
区
域
内
の
土
地
で
、宅
地
等
に
変
更
を
予

定
し
て
い
る
人
は
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

　
５
月
31
日
㈬
（
必
着
）

問
農
業
振
興
課
政
策
・
担
い
手
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

成
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
し

助
成
金
を
支
給
し
ま
す

■
対
象
者

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

① 

接
種
日
時
点
で
18
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人

で
、
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

②
接
種
前
に
風
し
ん
抗
体
価
検
査
を
受
け
た
人

③ 

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
に
接
種
し
た
人

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉
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●日田市ビジネスサポートセンター
中小企業・小規模事業者、創業希望者の相談窓口

　日田市ビジネスサポートセンターは、中小企業及び小規模事業者の経営に関するあらゆる悩みや、これから新しい事業にチャ
レンジする創業希望者の事業計画作成、資金調達などの相談支援を行う窓口です。中小企業診断士等のコーディネーターが
悩みに応じたアドバイスを行います。お気軽にご相談ください。

日田市ビジネスサポートセンター  コーディネーター

問商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）

▶利用時間　火～土曜日　午前９時～午後５時
※日・月曜日、祝日、年末年始は休館。
▶ところ　日田玖珠地域産業振興センター内
▶経営相談の内容
　 経営改善、資金調達、販路開拓、事業承継、新商品・

サービスの開発、創業相談、よろず支援拠点と連携し
たセミナーの開催、DX・IT導入サポート　等
▶問合せ　日田市ビジネスサポートセンター☎㉘５５２０

工藤俊二朗さん 下郡 昇さん 五郡伸夫さん 三室忠之さん

　日田市では、市民や議会、行政などがそれぞれの役割を果たしていくための基本的なルールとして、「日田市自治基本条例」
を制定し、「市民一人ひとりが誇りを持って、安心して幸せに暮らすことができる、市民主体のまちづくり」の実現を目指してい
ます。そこで、今号では、取組事例の一つとして、市民まちづくり集会を紹介します。

市民まちづくり集会とは
　市民参画と市民協働のまちづくりを進めていくための一環として、集まった市民でまちづくりについて考える集会です。平成
２７年から様々なテーマで開催しています。今回、令和４年度に行った集会について紹介します。

今後も、市民参画、協働、情報共有の取組事例を通じて、自治基本条例のことを紹介していき
ます。市民まちづくり集会の詳細は、市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

問地方創生推進課創生企画係☎㉒８２２３（市役所６階）

身身近なまちづくり活動と自治基本条例近なまちづくり活動と自治基本条例

１０月２日㈰  開催
地域の活性化や地方創生をカードゲームで体験する

「SDGs de 地方創生」を実施。普段、まちづくりに触れ
る機会の少ない人たちも楽しく学びました。
参加者の声

「みんなで集まって考える、思いを共有する、伝えることの
大切さを感じた」、「“まちづくり”とは関わりが少ないと感
じていたが、市民一人ひとりの意識次第であると思った」

３月１１日㈯  開催　
自宅からでも簡単に参加できるよう、Zoomを使った完全
オンライン集会を実施。日田市の気になることや課題、こう
なるといいなと思うことを、テーマに沿って意見交換しました。
参加者の声

「このような機会に熱量のある人を集めることで、市がより
良くなると思う」、「オンラインの強みで、場所を選ばずに
参加でき、会議がやりやすかった」

　主にDX（デジタル化）を支
援します！いきなりDXと言われ
ても身構えますよね。でも「DXっ
て何？」からでも大丈夫です。

「便利に」「楽に」「簡単に」
をキーワードに、できるところか
ら一緒に取り組みましょう！よろ
しくお願いします。

小野 直
すなお

さん新コーディネーター

相談は無料です！電話でお申し込みください。
土曜日も開館しています！

市政情報ピックアップ
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ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
へ

月
２
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
３
人

の
先
生
が
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

□
と
き

　
第
２・４
土
曜
日
　
午
前
10
時
～
正
午

□
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
会
議
室

問
日
田
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
（
千
原
）

　
☎
℻
㉔
６
２
８
８
（
留
守
電
可
）

廣
瀬
家
主
屋
・
資
料
館
開
館

平
成
30
年
か
ら
行
っ
て
い
た
修
理
・
修
復
工
事

が
終
了
し
た
た
め
、
廣
瀬
家
主
屋
・
資
料
館
を

開
館
し
ま
す
。
是
非
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

□
公
開
内
容

　
主
屋
座
敷
・
展
示
室
、
資
料
館
一
号
館

□
入
館
料

　
大
人
　
４
５
０
円

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

　
小
・
中
・
高
生
　
３
５
０
円

※ 

団
体
20
人
以
上
は
大
人 

４
０
０
円
、小・中・

高
生 

３
０
０
円
。

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）。

問
廣
瀬
資
料
館
☎
㉒
６
１
７
１

素
人
芝
居
劇
団
　
天
ヶ
瀬
座
「
三
人
の
運
命
」

□
と
き

　
４
月
８
日
㈯

　（
正
午
開
場
、
午
後
１
時
開
演
）

□
観
覧
料
金
　
無
料

問
日
田
市
観
光
協
会
天
瀬
支
部

　
☎
�
２
１
６
６

井
上
酒
造
春
搾
り
～
蔵
開
き
～

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
９
日
㈰
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
井
上
酒
造
（
駐
車
場
有
り
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
井
上
酒
造
☎
㉘
２
２
１
１

た
け
の
こ
掘
り
体
験
参
加
者
募
集

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
23
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
月
出
山
多
目
的
交
流
館

□
募
集
数

　
50
人
（
先
着
順
）

※ 

小
学
生
以
上
は
参
加
費
必
要
で
、
大
人
に
は

米
２
㎏
付
。
昼
食
を
準
備
し
ま
す
。

※ 

た
け
の
こ
は
、
土
の
う
袋
１
袋
分
お
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
。

※ 

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
人
数
（
１
人

で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可
）
を
記
入
の
上
、
左

記
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

□
申
込
期
限

　
４
月
15
日
㈯

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
吉
田
）

　
☎
０
９
０
‐
４
３
５
１
‐
９
６
５
０

　
℻
㉔
８
１
３
３

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

お
届
け
し
ま
す

□ 

工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介
護
保

険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□ 

対
象

　 

旧
日
田
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
高
齢
者
で

単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
人

□
申
込
期
限
　
４
月
28
日
㈮

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
０
８
０-

８
４
２
１-

６
０
３
２

第
97
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

住
ま
い
の
雨
漏
り
、
屋
根
・
壁
・
床
等
の
傷
み

に
つ
い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
30
日
㈰
　

　
午
前
９
時
15
分
～
正
午
　

□
と
こ
ろ
　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０-

７
９
８
２-

８
２
２
２

Information ４.１ 次回の広報ひた４月15 日号は、４月14 日㈮に発送します。

　4月25日は、「世界ペンギンの日」。毎年、こ
の日の前後にアデリーペンギンがアメリカの南極
基地に姿を現すことをお祝いしたことから、ペン
ギンの記念日となったそうです。

　ペンギンは肺で呼吸をし、殻のある卵を産み、
羽毛があるので鳥類に分類されますが、空を飛
べません。翼は「フリッパー」と呼ばれるヒレのよ
うになっていて、泳ぐときにのみ使われます。また、
ペンギンの群れには、猿などに見られるようなボス、
つまりリーダーは存在せず、「最初に動いた１羽
に追従する」という習性があります。群れが危険
に遭遇した場合、リーダーの指示ではなく最初の
１羽が率先して動いて安全を確認。それを見たほ
かのペンギンたちがあとに続くことで、群れ全体
はその危険を回避します。

　そして、危険を顧みず、真っ先に動いた（餌を
求めて海に飛び込む際に、最初に飛び込む行為
も含みます）ペンギンは、「ファーストペンギン」と
呼ばれます。ドラマなどでも取り上げられている
ため聞いたことがあるかもしれませんが、「リスク
のある新分野に最初に挑戦する人」のことを指す
言葉として多用されています。

　人権を尊重する考え方を広めていく上でも、こ
の「ファーストペンギン」は重要です。行動した方
が良いのではないかと思っているのに「大きなお
世話だと嫌がられるかも」、「誰も賛同してくれな
いかも」などと考えてしまい、行動に踏み込めな
いことがあります。そんな葛藤を乗り越え、「最初
の１人」が行動することで、周囲に良い影響が広
がっていくのではないでしょうか。

　本物のファーストペンギンは、自ら進んで飛び
込んでいるというより、群れの端にいる１羽が押
し出されて飛び込むことが多いようですが、私た
ち人間は勇気を持って、自分にできる範囲の「最
初の行動」に進み出せるはずです。　

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

まずはあなたの一歩から タ
ウ
ン
情
報
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咸
宜
園
・
廣
瀬
淡
窓
等
の
研
究
活
動
を

支
援
し
ま
す

日
本
在
住
の
研
究
者
（
大
学
院
生
を
含
む
）、

市
内
在
住
者
、
日
田
市
出
身
者
及
び
咸
宜
園
門

下
生
の
子
孫
を
対
象
に
研
究
奨
励
事
業
の
募
集

を
行
い
ま
す
。

■ 

研
究
課
題

① 

廣
瀬
淡
窓
、
咸
宜
園
及
び
私
塾
・
学
校
な
ど

を
テ
ー
マ
と
す
る
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
、

幅
広
い
分
野
で
の
個
人
の
研
究
活
動

② 

①
の
課
題
を
含
む
市
内
在
住
・
出
身
者
に
よ

る
日
田
市
域
の
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

歴
史
・
文
化
を
中
心
と
し
た
個
人
の
研
究
活

動
又
は
、
咸
宜
園
門
下
生
子
孫
に
よ
る
咸
宜

園
に
関
す
る
研
究
活
動

■
募
集
期
限

　
５
月
１
日
㈪

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
。

■ 

選
考
方
法
　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
内

に
設
置
す
る
審
査
会
で
選
考

※ 

選
考
結
果
は
６
月
下
旬
頃
に
、
本
人
宛
に
文

書
で
通
知
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
件
数
　
①
・
②
　
各
１
件
程
度

■
研
究
奨
励
費

　
①
１
件
50
万
円
以
内
　
②
１
件
10
万
円
以
内

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

咸
宜
園
に
関
す
る
顕
彰
活
動
を

表
彰
し
ま
す

咸
宜
園
に
関
す
る
顕
彰
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

■
対
象

　 

廣
瀬
淡
窓
の
教
育
理
念
の
継
承
や
咸
宜
園
教

育
の
実
践
、
普
及
・
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

赤
い
羽
根
　
地
域
助
成
事
業

公
募
の
ご
案
内

■ 
助
成
内
容

　 

令
和
６
年
度
の
活
動
に
要
す
る
直
接
的
な
経

費
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
品
、
パ
ソ
コ
ン

用
品
、
講
演
会
費
用
な
ど
）

■
助
成
対
象

　 

市
内
で
活
動
す
る
福
祉
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
等

■
助
成
金
額
　
１
件
　
上
限
10
万
円

■ 

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
左
記
に
提
出

■
申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈬

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

日
田
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

　（
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
㉔
７
０
２
６

　社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

春
の
市
民
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す

市
で
は
、「
日
田
市
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」
の
啓
発
と
併
せ
て
、
春
の
市
民
一

斉
清
掃
の
実
施
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
美
化
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
の
な
い
、
快
適
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

令
和
５
年
度
大
分
県

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

銃
砲
や
刀
剣
類
の
所
持
・
売
買
に
は
登
録
が
必
要

で
い
る
個
人
・
団
体
等
で
、
廣
瀬
淡
窓
や
咸

宜
園
な
ど
に
関
わ
る
文
学
作
品
（
詩
な
ど
）

や
顕
彰
活
動
（
詩
吟
、
音
楽
、
演
劇
等
の
文

化
芸
術
活
動
）
等

■
申
込
方
法
　

　 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
）

上
の
申
込
書（
各
様
式
１
部
）に
記
入
の
上
、

作
品
や
活
動
な
ど
の
記
録
媒
体
等
を
添
付
し

て
、
郵
送
で
申
込
み

※
他
薦
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限
　
11
月
１
日
㈬
（
必
着
）

■
審
査
方
法

　
教
育
委
員
会
内
に
設
置
す
る
審
査
会
で
審
査

■
副
賞

・
優
秀
賞
　
賞
金
３
万
円

・ 

特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
場
合
（
廣
瀬
淡
窓

賞
）
別
途
、
賞
金
５
万
円

※ 

審
査
結
果
は
令
和
６
年
１
月
上
旬
頃
に
本
人

宛
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

令
和
５
年
度
咸
宜
大
学
受
講
生
募
集

咸
宜
大
学
と
は
、
日
常
生
活
を
清
く
正
し
く
過

ご
す
と
い
っ
た「
日
々
是
好
日
」の
理
念
の
下
、

高
齢
者
の
生
涯
学
習
と
し
て
、
毎
月
１
回
の
全

体
講
座
（
健
康
・
歴
史
・
音
楽
等
）
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

■
対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

■
受
講
期
間
　
５
月
～
令
和
６
年
３
月

■
入
学
金
　
２
５
０
０
円
（
年
間
）

■
申
込
先
　
左
記
に
入
学
金
を
添
え
て
申
込
み

※ 

講
座
の
内
容
や
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

くらしの情報【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

で
す
。
未
登
録
の
人
や
新
た
に
取
得
し
た
人
は
、

登
録
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■ 

と
き

　 

５
月
10
日
㈬
、７
月
12
日
㈬
、９
月
13
日
㈬
、

11
月
８
日
㈬
、
令
和
６
年
１
月
17
日
㈬
、
令

和
６
年
３
月
13
日
㈬
　
午
後
１
時
～
５
時

※
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
庁
舎
別
館
13
階
　
１
３
３
会
議
室

※
会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■ 

持
参
物
　
現
物
、
発
見
届
出
済
証
、
登
録
手

数
料
（
１
件
６
３
０
０
円
）

※ 

再
交
付
に
は
手
数
料
（
１
件
３
５
０
０
円
）

が
必
要
で
す
。

※ 

家
族
以
外
の
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※ 
大
分
県
庁
の
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
大
分
県
教
育
庁
文
化
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８

　
文
化
財
保
護
課
文
化
財
管
理
係
　

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

制
度
へ
の
参
加
団
体
募
集

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
制
度
（
ア
ダ
プ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
は
、
企
業
や
団
体
が
公
園

や
道
路
、
河
川
等
の
う
ち
、
一
定
の
管
理
区
域

を
定
め
、
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
む
制
度
で

す
。
市
で
は
こ
の
活
動
に
対
し
、
清
掃
用
品
を

支
給
す
る
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
支
給
品

　 

軍
手
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
、
火
ば
さ
み
、
ほ

う
き
、
ち
り
と
り
　
等

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

イ
ベ
ン
ト
・
募
集
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昔はこれで“わらじ”を作っていた
　2月17日、前津江小学校4・5年生12人が、羽釜での
ご飯炊きと稲

いなわら
藁を使った縄作りを体験。ご飯炊きでは、元

地域おこし協力隊の鹿野 翔さんから火吹き竹の使い方や
火加減について教わりながら、おいしいご飯を炊き上げた。
次に、地元の名人である三苫正輝さんから「昔はこれでわ
らじを作っていた」といった話を聞いたあと、実践方式で縄
をなうやり方を教わった。

災害に備える、体験型防災プログラム
　2月14日、中津江むらづくり役場の「まもる部会」とＮＰ
Ｏ法人リエラとの共催で、日田市体験型防災プログラムが
実施された。中津江管内の自治会長や民生委員、消防団
員が参加し、避難時の非常持ち出し品の確認や避難所で
自分たちが取るべき行動など、避難所運営の基礎を学んだ。
最後に段ボールベッドの組立て体験も行い、災害への備え
を再確認した。

マイナンバーカードを作ろう
　２月12日・26日、前津江振興局で行われた、マイナ
ンバーカードの休日申請の受付。昨年12月に実施した
際も多くの住民が申請に訪れたが、今回も平日に仕事等
で手続ができない人や申請方法が分からないという人た
ちが訪れ、2日間で25人が写真撮影と申請手続を行っ
た。申請を終えた人からは、「思ったよりも簡単だった」
といった感想が聞かれた。

中学生が郷土料理に挑戦
　2月8日、津江中学校２年生9人が、地元女性グループ

「友
ゆうさい

菜会」の３人から郷土料理「とっきん寿司」と「けんちん
汁」の作り方を教わった。津江地区に伝わる「とっきん寿
司」は、混ぜ飯を三角の油揚げに詰めたもので、家庭でも
よく食べられている。食材の多くは地元産で、切り方から
手ほどきを受けた。生徒たちは出来上がった料理を「おい
しい！」と、楽しく頬張った。

中津江

前津江
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まちの話題

市内循環バス「ひたはしり号」がリニューアル
　2月13日、市内循環バス「ひたはしり号」が、地域住
民や市内の病院からの乗り入れ要望に応えた新ルートで
運行を開始した。当日、新しく乗り入れがスタートした石
井町2丁目の長者原団地では、自治会による歓迎セレモ
ニーが行われ、雨の中駆けつけた多くの人たちが盛大な
拍手でお出迎え。運転手への花束贈呈後、温かく送り出
された。

日田

鵜匠（うしょう）さんにインタビュー　
　１月２８日、三隈高校の１年生４人が、若宮地区で鵜匠
をしている西尾和宏さんの鵜小屋を訪れ、鵜匠の仕事や
鵜飼についてインタビューを行った。これは、地域に関する
調査研究で、「日田の伝統に触れよう」というテーマのもと
行われたもの。生徒たちは、「鵜匠が鵜一羽一羽を覚え
ているのに驚いた」「学校の友達に鵜飼の面白さや魅力
を伝えたい」と話した。

たわわに実る、皮ごとバナナ
　２月中旬、羽田町にあるビニールハウスで、皮ごと食べ
られるバナナをはじめとする様々な品種のバナナがたくさん
の実を付けた。4年前、解体や処分が予定されていたビニー
ルハウス・備品を使ってこの生産場所を整備し、試行錯誤
を繰り返しながら今年ようやく実を付けることに成功。管理
者の荏

えのくまじゅん
隈潤さんは「完熟したら、地域の人に配りたい」とう

れしそうに語った。

消防協力者（救急救護）の表彰
　2月22日、救急事案の現場に居合わせて119番通報を
した南部中学校3年生の山本ほのかさんと石倉愛

あいか
華さん

に、消防長から感謝状が贈られた。2人は、パトリア日田
正面入口付近の階段で転倒した傷病者を発見すると、直ち
に救急車の要請や圧迫止血などを行い、傷病者を励まし
ながら救急車の到着まで救護に当たった。消防長は「勇
気を持って手当をしてくれた2人に感謝します」と述べた。
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天瀬

上津江

終活講演会in上津江振興局旧議場
　２月１６日、上津江振興局旧議場で終活講演会が行わ
れた。これは、旧議場の利活用を目的に、上津江振興局と
住民自治組織「活き生きかみつえ」が共催したもの。映画

「お終活 熟春！人生、百年時代の過ごし方」の上映とエン
ディングノート研修が行われ、映画や研修内容、旧議場を
活用した会場も参加者から大好評。「終活を考えるきっか
けになる良いお話だった」との意見が多く聞かれた。

鬼は外！福は内！
　２月２日、さかえ保育園で節分の豆まきが行われた。長
い金棒を持って現れた赤鬼と青鬼に、園児たちは大興奮！
泣いたり逃げ出したりする子もいたが、自分の中の泣き虫
鬼やおこりんぼ鬼を追い出そうと、元気な声で「鬼は外」「鬼
はあっちへ行って！」と言いながら一所懸命に豆の代わりの
カラーボールを投げつけていた。園児たちの熱気に負けて、
鬼は逃げて行った。

温泉水を使った、オリジナルの石鹸作り
　２月１１日、旧あまがせ保育園で「天ヶ瀬温泉つなぐ会
議」主催の「温泉交流会」が開催された。参加者たちは、
温泉水を使った肌に優しい石鹸作りや天然染色「温泉染」
などを体験。石鹸は、レモングラスなどの材料を丁寧に混
ぜ合わせ、型に流し込んで約１か月で完成する。参加者は

「香りがいいね！」「早く使ってみたい」と、出来上がりを楽
しみにしていた。

みんなで楽しむ、雛祭り
　２月２６日～３月５日、片仁田地区の公民館で雛祭りが
開催された。これは、地区住民が「みんなが集まって楽しく
話せる場を作ろう」という思いから、自宅に所有していたお
雛様飾りや着物などを持ち寄り、飾り付けをして実施され
たもの。期間中は公民館を開放し、地区住民が交代でお
茶等を提供し、約100人が来訪した。来訪者は華やかな
雛飾りを愛でながら、会話に花を咲かせていた。
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まちの話題

駒打ちを通して深まる交流
　2月25日、田来原美しい森づくり公園で「令和4年度 
大山ダム水源地域上下流交流事業 シイタケ駒打ち体験交
流会」が開催された。地元住民や福岡都市圏などから
128人が参加し、1時間ほどで800本のほだ木に1万
4,000個もの種駒を打った。参加者は、大山町の産業文
化に親しむとともに、水源林を守り育てることの大切さにつ
いて理解を深めていた。

助け合うことの重要性
　２月２６日、大山文化センターで「令和４年度大山振興局
管内自主防災会組織 防災講習会」が開催された。災害時
に地域で助け合う自主防災会組織について学んでもらおう
と市と大山まちづくり会議が共催し、自治会長・班長・防
災士など約120人が参加。NPO法人大分県防災活動支
援センター理事長の川村正人さんによる自主防災会組織の
あり方や取組みの講話に、参加者は熱心に耳を傾けていた。

みんなで仲良く、鬼退治！
　2月7日、おおやまこども園で節分の豆まきが行われた。
太鼓の音とともに3匹の鬼が登場すると、園児たちは「鬼は
外！」と豆に見立てて丸めた新聞紙を鬼に向かって一斉に
投げ始めた。力を合わせて元気いっぱいに鬼をホールの
外に追い払ったあと、園児たちは再び鬼がやって来ないよ
うに、「みんなで仲良くすること」を保育士と大きな声で約
束していた。

今まで見守ってくださり、ありがとう
　２月14日から５日間かけて、鎌手地区にある高平神社で、
樹齢約300年の御神木の伐採が行われた。御神木の重
みで神社の石垣が崩れかけていたことが以前から危惧さ
れており、地元住民の話し合いによって今回の伐採に至っ
た。作業は、宮司によるお祓い後に始まった。高い木を専
門に取り扱う空

そらし
師が伝統の技を駆使して、約20ｍのヒノキ

とクスノキの２本の御神木を丁寧に伐採していた。

大山
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たんそうさん

淡窓・咸宜園と交流のあった文人・墨客たち⑱

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８
廣瀬淡窓が幼少のころ関係のあった人々　～高山彦九郎～

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

① エリンギは5㎜幅の輪切りにし、笠の部分は4等分に切る。
② アスパラガスは根元を切り、はかまの部分を取り除き、1㎝幅の斜め切りにする。
③  中火で熱したフライパンにバターを入れて溶かす。アスパラガスとエリンギを入れ、

塩こしょうを振って炒める。
④ エリンギに火が通ったら★を入れ、弱火で炒める。

■材料■　（2人分）

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア）

アスパラのバター醤油炒め
長時間加熱すると水っぽくなるため、調味料を入れ
たら炒めすぎないことが美味しく仕上げるポイント!

・アスパラガス 60g　・エリンギ 40g　・塩こしょう 少々　・バター 2g
★しょうゆ 小さじ1　★酒 大さじ1/2

＜作り方＞

　
淡
窓
が
12
歳
の
寛
政
５（
１
７
９
３
）年
、

勤き
ん
の
う
か

皇
家
と
し
て
有
名
な
高
山
彦
九
郎
が
日

田
を
訪
れ
、廣
瀬
家
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
ま

す
。
　

　
高
山
彦
九
郎
は
、延え

ん
き
ょ
う享

４（
１
７
４
７
）

年
、上こ

う
ず
け
の
く
に
に
っ
た

野
国
新
田
郡
細ほ

そ
や谷

村（
現
在
の
群

馬
県
太
田
市
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。
名
は

正
之
、字
は
仲

ち
ゅ
う
じ
ょ
う
縄
、彦
九
郎
は
通
称
で
す
。

『
海
国
兵
談
』を
著あ

ら

わ
し
た
林
子し

へ
い平（

岩
手

県
仙
台
市
出
身
）、『
山さ

ん
り
ょ
う
し

陵
志
』を
著
わ
し

た
蒲が

も
う
く
ん
ぺ
い

生
君
平（
栃
木
県
下し

も
つ
け野
市
出
身
）と
と

も
に「
寛
政
の
三さ

ん
き
じ
ん

奇
人
」の
一
人
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
人
物
で
す
。

　
13
歳
の
と
き
、『
太
平
記
』を
読
ん
で
自

分
の
先
祖
が
南
朝
の
新
田
氏
に
つ
な
が
る
こ

と
を
知
った
彦
九
郎
は
、勤
皇
の
志
を
立
て
、

学
問
に
励
み
ま
し
た
。
18
歳
で
遺
書
を
書

き
置
き
、帯た

い
と
う刀

し
て
京
都
に
遊
学
。
京
都

三
条
橋
で
は
、皇
居
を
伏ふ

し
拝お

が

ん
で「
草そ

う
も
う莽

の
臣し

ん 

高
山
正
之
」と
連
呼
し
、行
き
交
う

人
々
を
驚
か
せ
ま
し
た
。ま
た
、足
利
氏
の

菩ぼ
だ
い
じ

提
寺・等と

う
じ
い
ん

持
院（
京
都
市
北
区
）に
あ
る

足
利
氏
累る

い
だ
い代
の
墓
碑
を
南
朝
の
敵
と
し
て

鞭む
ち

打
っ
た
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。そ
の
後
、

諸
国
を
遊
歴
し
、多
く
の
学
者
や
公
家
と

交
遊
し
て
尊そ

ん
の
う皇
思
想
を
説
く
中
で
、九
州

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
寛
政
５
年
４
月
、日
田
・
廣
瀬
家
を
訪

問
し
た
際
、彦
九
郎
は
淡
窓
と
出
会
い
、淡

窓
の
こ
と
を
才
子
と
誉
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

彦
九
郎
が
日
田
を
去
っ
た
あ
と
、淡
窓
の

父
・
桃と

う
し
ゅ
う秋
が
、淡
窓
が
一
日
に
百
詩
を
詠

ん
だ
漢
詩
の
草
稿
を
寄
せ
た
と
こ
ろ
、彦

九
郎
は「
大
和
に
は
聞
く
も
珍め

ず

ら
し
玉た

ま

を
つ

ら
ね
一ひ

と
に
ち日
に
百も

も

の
唐か

ら
う
た歌
の
声
」と
い
う
和
歌

（
左
写
真
）を
贈
り
、淡
窓
の
才
能
を
称
賛

し
て
い
ま
す
。

　　
淡
窓
は
、彦
九
郎
に
つ
い
て「
年
ご
ろ
は

四
十
余
な
り
。
顔
面
雄
壮
に
し
て
眼ま

な
こ
だ
い大
に

鬚ひ
げ

多
し
。
壮
年
よ
り
浪ろ

う
ゆ
う遊
を
好
み
、足
跡

ほ
と
ん
ど
天
下
に
遍あ

ま
ね

し
。
名め

い
ざ
ん
し
ょ
う
す
い

山
勝
水
奇き

じ
ん人

異い

し士
を
訪と

ふ
を
以も

っ

て
事
と
せ
り
。
故
に

諸し
ょ
ほ
う方

の
名
家
皆
是
と
親
善
な
り
」と
語
っ
て

い
ま
す
。

　
日
田
を
発
っ
た
彦
九
郎
は
、寛
政
５
年
６

月
28
日
、久
留
米
で
自
ら
命
を
断
ち
ま
し

た（
享
年
47
歳
）。そ
の
原
因
や
亡
く
な
る

前
の
行
動
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
彦
九
郎
と
出
会
っ
た
当
時
、淡
窓
は
ま

だ
若
く
、彦
九
郎
が
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
っ

た
か
記
憶
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、師
匠

で
あ
る
亀か

め
い
な
ん
め
い

井
南
冥
か
ら
聞
い
た
話
や

樺か
ば
し
ま
せ
き
り
ょ
う

島
石
梁（
久
留
米
藩
の
儒
学
者
）の
文
集

か
ら
、彦
九
郎
に
つ
い
て
、人
の
長
所
美
点

を
誉
め
る
一
方
で
不
正
を
赦ゆ

る

さ
な
い
豪ご

う
け
つ傑

で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、「
其
の
自
殺
せ
し

こ
と
世
を
憤

い
き
ど
おる
旨
あ
り
て
の
事
な
る
べ
し
」

と
書
い
て
い
ま
す
。

高山彦九郎の書
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

今回の紹介者は、薄木愛
あい

さんです。

動画も公開しています。
一緒にやってみましょう！

「はじめまして」「お名前は何ですか」今月の手話⑬

※ 手話表現は、地域や年代で多少異なる場合があります。

手 話 で 話 そ う

大好き図書館！ 開館時間やサービスの内容は状況によって
変更になる場合があります。詳細は、市ホー
ムぺージ（右記二次元コード）を確認、又は
図書館にお問い合わせください。

おいでよ！
おはなし会
□とき
　4月8日㈯
　午後3時～
　4月22日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

4 月の休館日（〇…休館日）

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 29

■テーマ　「ひらいてとじた　笑顔がふえた」　　
今年もいろいろなイベントを企画しています。是非、図書館に
遊びに来てください。

EVENT
◆一日図書館長（4月30日㈰ 午後1時～3時）
　 市内の小学6年生2人が一日図書館長になって、いろいろ

な体験をします。
◆マナーアップキャンペーン（期間中）
　図書館おしごと体験（5月2日㈫～5日㈷）
　 汚れや破れのある本を展示。本の配架や書架整理といっ

た図書館の仕事を体験できます。
◆図書館ミッション！たんそうさんを探せ（期間中）
　 本を借りて「たんそうさん」を探し、クイズに挑戦 ! 全問正解

した人にプレゼントを、ハズレても参加賞をもらえます。
◆お気に入りキャラ投票！（期間中）
　 シリーズ本の登場人物を紹介。お気に入りのキャラクターに

投票してください。
◆端午の節句フォトブース2023（期間中）
　フォトブースで写真撮影ができます。
◆図書リサイクル会（期間中）
　除籍図書（児童書 ほか）を無料配布します。
※ イベントの詳細は、図書館だよりや図書館に備付けのチラ

シをご覧ください。
来館者の皆さんは、感染症対策をお願いします。

新刊情報
父ではありませんが
第三者として考える
武田砂鉄／著　集英社／出版社

子どものいないあなたにはわからないと
言われるけれど。「父とは」「母とは」「家
族とは」の語りに潜む違和感を「父ではない」ライターが遠
巻きに考えてみた。「ではない」立場から見えてきたこと。

第６５回こどもの読書週間 4月28日㈮～5月14日㈰

「名前」は、手の平にもう片方の手の親指の腹を
つけて、拇印を押す様子で表します。「何」は、人
差し指を左右に軽く振ります。「どう？」「どうした？」

「どこ？」など、疑問の表現のときに使います。

「最初」と「会う」で表現します。「最初」は、
手の甲にもう片方の手の平を重ね、上に上げ
ながら人差し指以外を握ります。「会う」は、
向かい合わせた両手の人差し指を近づけます。

は
じ
め
ま
し
て

30
23

お
名
前
は
何
で
す
か
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♥★ベビーマッサージ教室
　12日㈬　10：30～12：00
♥★わくわく制作
　13日㈭・14日㈮　10：30～11：30
•おもちゃ病院
　19日㈬　10：00～15：00
♥★音あそび（療育相談）
　28日㈮　11：00～12：00

♥…乳幼児対象

•お話し会
　♣8日㈯　10:30～11:00
　♥13日㈭　10:30～11:00
•こいのぼり制作
　♥20日㈭　10:30～11:30
　♣22日㈯　10:30～11:30
♥リズム遊び
　27日㈭　10:30～11:00

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館 
☎�２９０１ ℻�２９０１

９:30～12:３0、1４:00～1６:０0
土・日曜日、祝日休館

丸の内子育て支援センター
☎㉓１８９０　℻㉘５１５５

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

チャイルドプラザ 
☎㉕５３００ ℻㉕５３０１

子育てを応援します！
児童館・支援施設４月の主な催し
児童館の利用には、年１回登録申請書を提出してください。
新年度になりましたので、継続の人も再登録をお願いします。
松原児童館（☎�２９２２）は毎週土曜日のみ開館しています。

新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変
更する場合があります。詳細は市ホームページ

（右記二次元コード）から確認してください。

♣…小学生対象★…事前予約必要

•異年齢交流
　5日㈬　10：30～11：30
•こいのぼり作り
　♥19日㈬　10:30～11:30
　♣22日㈯　10:30～11:30

•うたとおはなし会
　11日㈫　11：00～11:30
★プレママクラブ
　19日㈬　13:30～15：00
★リトミック
　25日㈫　11:30～12:00
★こいのぼり制作
　28日㈮　9:30～12:00

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

中央児童館 
☎㉗６４０６ ℻㉗６４１６

★アートの日
　１７日㈪・１８日㈫
　１０：００～１１：３０
★ベビーマッサージ
　20日㈭　10：00～11：30
★ヨガ
　25日㈫　10：00～11：30

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

天瀬児童館 
☎�８９２２ ℻�８９２２

ひのくま子育て支援センター
☎㉒７５６５ ℻㉒７５６５

９:30～12:３0、13:00～15:００
土・日曜日、祝日休館

■世帯数
　27,496世帯 

■人■人口　口　6611,,881881人人
　　（前月比（前月比--5252人）人）
・・男　男　2929,,430430人人
・・女　女　3232,,451451人人

日日田市の人口田市の人口（（令和令和５５年年22月月2828日現在）日現在）

•身体計測＆何してあそぶ？
　13日㈭　10：00～12：00
※「何してあそぶ？」では、近くの公園まで散歩（雨天時は室 
　内でふれあい遊び）をします。
★はっぴーEnglish
　18日㈫　10:00～10:30
※限定7世帯。
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4月生まれ

元気な日田っ子集まれ！
6月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。 
5月1日までにお申し込みください。
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。 
申込方法 
▶郵送 
　お子さんの氏名と生年月日・保護者名・住所・昼間の連絡先を記入の上、郵送 
▶電子申請
　右記二次元コードから申込み 
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。

問〒８７７-８６０１（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

Happy
Birthday

池田悠
はると

叶ちゃん
（１歳・亀川町）

辻 晴
はるき

喜ちゃん
（１歳・刃連町）

梅山凱
かいしん

心ちゃん
（１歳・日高町）

チャン ミン フィちゃん
（２歳・吹上町）

倉嶋彩
さ え

笑ちゃん
（３歳・内河町）

伊藤希
き か

花ちゃん
（１歳・丸山2丁目）

川野 雅
みやび

ちゃん
（１歳・天瀬町桜竹）

髙倉健
けんし

志ちゃん
（２歳・上手町）

工藤蒼
そうすけ

右ちゃん
（２歳・玉川３丁目）

河津亘
のぶや

哉ちゃん
（３歳・日高町）

坂本達
たつき

城ちゃん
（３歳・天瀬町馬原）

問地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

広報ひた３月1日号に誤りがあ
りました。お詫びして訂正します。

21ページ　
手話で話そう「今月の手話⑫」　
暖かい（春）の矢印の向き

お詫びと訂正
暖
か
い（
春
）

誤 正 お腹の辺りから両手を
ゆっくりすくい上げるよう
に、２回動かします。暖
かい空気が立ち昇る様
子や体がぽかぽかする
様子を表しています。
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●参議院大分県選出議員補欠
●日田市議会議員 が行われます

投票
日時

※ 投票場所によって終了時間が異なります。入場券に記載の時間をご確認ください。

選挙管理委員会事務局☎㉒８２０９（市役所７階）問

4月23日㈰
午前7時～午後8時

選挙

■ 利用方法
① 市ホームページ又は市公式LINE右下の「しつぎおとうふ」くんをクリック
② 聞きたい内容を画面下の入力ボックスに入力し、送信
  （選択肢が表示されている場合は選択することもできます）
③チャットボットが回答を表示
※ 詳細は市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

チャットボット
イメージキャラクター

「しつぎおとうふ」くん

4月1日、本格運用を開始しました！

※質問に自動で会話（チャット）して答えるロボット（プログラム）のことです。

市の手続や制度に関する問合せに

チャットボットがお答えします

問情報統計課デジタル推進係☎㉒８２６０（市役所６階）

※

出典： 三菱総合研究所及び日本ビジネスシステムズ

（入力ボックス）（入力ボックス）

【日田市役所 期日前投票期間】

※ 市役所以外の期日前投票所等詳細は、広報ひた３月1日号 ６～７ページ 「あるけん！行くけん！選挙
権！」（市ホームページ〈下記二次元コード〉）をご確認ください。

※ 日田市議会議員選挙は、市外に転出した人は投票できません。４月17日以降に転出
する人は、転出の届出をする前に期日前投票をしてください。

　投票日当日に投票できない人は、期日前投票をしましょう。なお、市役所では参議院大分県選出議
員補欠選挙と日田市議会議員選挙の期日前投票期間が異なりますので、入場券をご確認の上、来所し
てください。

●参議院大分県選出議員補欠選挙
４月７日㈮～22日㈯ ４月17日㈪～22日㈯

●日田市議会議員選挙


